



















坂 本 東 男
工 A寸主4こ・ 博 士
第 7 5 2 9 τEヨコ
昭和 62 年 2 月 3 日


























第 7 章では現在使用中の車輪につき，安全性を評価する手段としてp 車輪リム部の残留応力を音弾性
法により非破壊的に計測する試みを行い その適用性と精度を議論している。















Mn/C比の向上と， A 1 添加による組織微細化が有効であることを明らかにしている。さらに，提案の
新形状と新材料を採用した車輪によって，従来の形状・材質の車輪に比べ，優れた破壊強度が確保でき
ることを，室内実験で実証している。
車輪の破壊にはブレーキの使用条件が大きな影響を及ぼすが，本論文では通常のブレーキ条件では破
壊の引き金となる程度の引張残留応力を生ずる可能性が小さいことを明らかにし，ブレーキの不緩聞を
生じさせないこと，ブレーキシューの誤用を避けることが重要であることを指摘している。
最後に，破壊防止の保守点検法として，音弾性法に基づく，リム内の残留応力の非破壊測定が十分に
使えることを明らかにしている。
以上のように本論文は，鉄道車両用車輪のぜい性破壊の機構と，破壊防止に対する設計，使用ならび
に保守点検法の確立に重要かっ有用な知見を与えるものであり，材料強度学および機械設計学上寄与す
。。
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
倒的??
